
(57)【要約】

【課題】スナップ適合能力が高く、部品数が少ないクイ

ックコネクタを提供する。

【解決手段】流体クイックコネクタは、ハウジングに装

着され、第１の筒部をハウジングにロック状態でカップ

リングさせるリテイナーを有している。ラッチアームが

、第２の筒部とラッチ係合するように、ハウジングから

弾性変形可能に延びている。ラッチアームの内径は、ハ

ウジングを通って挿入される第１の筒部の外径に近い。

このため、ラッチアームが、第２の筒部から外れる方向

へと実質的に移動することが防止される。他の態様では

、リテイナーが、他の筒部をハウジングにロックするた

めに、第１の筒部の凹型表面係合機構に係合するような

内側アームを有している。球面の一部が、内側アームの

端部に形成されている。このため、第１の筒部がハウジ

ングを通ってリテイナーを通過するのに必要とされる押

力は低減される。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 部 を 有 す る 第 １ の 筒 部 と 、
　 開 口 端 か ら 延 び て い る ボ ア を 有 し て い る 第 ２ の 筒 部 と 、
　 こ の 第 ２ の 筒 部 に 前 記 第 １ の 筒 部 を 流 体 的 に カ ッ プ リ ン グ さ せ る た め の ク イ ッ ク コ ネ ク
タ 手 段 と を 具 備 し 、 こ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ 手 段 は 、
　 前 記 第 ２ の 筒 部 の ボ ア 内 に 形 成 さ れ て い る ラ ッ チ レ シ ー バ と 、
　 前 記 第 １ の 筒 部 の 先 端 部 を 受 け る た め の 透 孔 を 有 し て い る ク イ ッ ク コ ネ ク タ の ハ ウ ジ ン
グ と 、
　 こ の ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ 、 こ の ハ ウ ジ ン グ を 前 記 第 ２ の 筒 部 に カ ッ プ リ ン グ さ せ る よ
う に 、 第 ２ の 筒 部 の ボ ア 内 の 前 記 ラ ッ チ レ シ ー バ に 係 合 す る た め の ラ ッ チ 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 筒 部 が 、 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 透 孔 を 通 っ て 第 ２ の 筒 部 の 前 記 ボ ア 中 に 挿 入 さ れ
た 後 に 、 前 記 第 １ の 筒 部 を ハ ウ ジ ン グ 中 に 固 定 す る よ う に 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 動 作 可 能 に
装 着 さ れ る リ テ イ ナ ー 手 段 と を 具 備 し て お り 、 こ の リ テ イ ナ ー 手 段 は 、 こ の リ テ イ ナ ー 手
段 を 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 装 着 す る よ う に 着 脱 可 能 に ハ ウ ジ ン グ と 係 合 可 能 な 複 数 の 脚 部 と 、
こ れ ら 脚 部 の 内 方 に 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 第 １ の 筒 部 に 係 合 可 能 な １ 対 の ア ー ム と を 有 し 、
さ ら に 、
　 前 記 第 １ の 筒 部 の 先 端 部 か ら 離 間 し 、 第 １ の 筒 部 の 前 記 先 端 部 の 外 径 よ り も 小 さ い 外 径
を 有 し て い る 凹 型 の 表 面 係 合 機 構 を 具 備 し 、
　 前 記 ア ー ム の 内 径 は 、 第 １ の 筒 部 の 前 記 凹 型 の 表 面 係 合 機 構 の 外 径 と ほ ぼ 等 し く 、 ま た
第 １ の 筒 部 の 先 端 部 の 外 径 よ り も 小 さ い 、 流 体 カ ッ プ リ ン グ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ラ ッ チ レ シ ー バ は 、 前 記 第 ２ の 筒 部 に 形 成 さ れ 、 第 ２ の 筒 部 の ボ ア に 対 し て 開 口 し
て い る 、 少 な く と も １ つ の 環 状 溝 部 を 有 し て い る 請 求 項 １ の 流 体 カ ッ プ リ ン グ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ラ ッ チ 手 段 は 、 前 記 第 ２ の 筒 部 の ラ ッ チ レ シ ー バ と 着 脱 可 能 に 係 合 す る よ う に な っ
て お り 、 前 記 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ た ラ ッ チ 部 材 を 有 し て い る 請 求 項
１ の 流 体 カ ッ プ リ ン グ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ラ ッ チ 手 段 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 延 び て い る 少 な く と も １ つ の 脚 部 を 有 し て お り
、 前 記 少 な く と も １ つ の 脚 部 に 支 持 さ れ て い る ラ ッ チ 突 出 部 が 、 前 記 ラ ッ チ レ シ ー バ と 着
脱 可 能 に 係 合 す る こ と が で き る 請 求 項 １ の 流 体 カ ッ プ リ ン グ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ 、 周 方 向 で 互 い に 離 間 し た 複 数 の 脚 部 を 更 に 有 し 、 各 脚 部 は
、 ラ ッ チ 突 出 部 を 支 持 し て い る 請 求 項 ４ の 流 体 カ ッ プ リ ン グ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 筒 部 の 凹 型 の 表 面 係 合 機 構 は 、 凹 ん だ 溝 部 で あ る 請 求 項 １ の 流 体 カ ッ プ リ ン
グ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ た ラ ッ チ 手 段 は 、 第 １ の 筒 部 の 前 記 先 端 部 が 、 ハ ウ ジ ン グ の
前 記 透 孔 を 通 っ て 挿 入 さ れ た と き に 、 第 １ の 筒 部 の 先 端 部 に 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ 、 か
つ 前 記 ラ ッ チ 手 段 を 第 ２ の 筒 部 か ら 外 す よ う な 方 向 へ と ラ ッ チ 手 段 が 径 方 向 内 方 に 実 質 的
に 移 動 す る の を 防 止 す る 内 径 面 を 有 し て い る 請 求 項 １ の 流 体 カ ッ プ リ ン グ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ の 筒 部 の ボ ア 内 に 装 着 さ れ る シ ー ル 手 段 を さ ら に 具 備 し 、 前 記 ラ ッ チ 手 段 は 、
前 記 ハ ウ ジ ン グ が 、 前 記 第 ２ の 筒 部 の ボ ア 内 に 前 記 シ ー ル 手 段 を 保 持 さ せ る よ う に 前 記 第
２ の 筒 部 に カ ッ プ リ ン グ さ れ る と き に 、 こ の シ ー ル 手 段 に 対 し て 軸 方 向 に 配 置 さ れ る 請 求
項 １ の 流 体 カ ッ プ リ ン グ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 第 １ の 端 面 か ら 第 ２ の 端 面 ま で 延 び て い る 第 １ の 透 孔 を 有 し て い る ハ ウ ジ ン グ と 、
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　 前 記 第 １ の 透 孔 に 交 差 す る 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ の 孔 中 に 移 動 可 能 に 装 着 さ れ 、 か つ
、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 中 に 装 着 さ れ る よ う に ハ ウ ジ ン グ に 着 脱 可 能 に 係 合 可 能 な 複 数 の 外 側 脚
部 と 、 こ れ ら 外 側 脚 部 の 内 側 に 配 置 さ れ て い る １ 対 の ア ー ム と を 有 す る リ テ イ ナ ー と 、
　 先 端 部 と こ の 先 端 部 か ら 離 間 し た 表 面 係 合 機 構 と を 有 し て い る 筒 部 と を 具 備 し 、 こ の 表
面 係 合 機 構 は 、 前 記 先 端 部 の 外 径 よ り も 小 さ な 外 径 を 有 す る 凹 型 の 溝 部 を 部 分 的 に 規 定 し
て お り 、
　 前 記 筒 部 が 、 リ テ イ ナ ー の 前 記 ア ー ム を 筒 部 の 前 記 凹 型 の 溝 部 に 整 合 さ せ る 位 置 に 、 前
記 ハ ウ ジ ン グ を 通 っ て 挿 入 さ れ た と き の み 、 前 記 リ テ イ ナ ー が 、 前 記 筒 部 を ハ ウ ジ ン グ 中
に ラ ッ チ さ せ る ラ ッ チ 位 置 に 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ を 通 っ て 移 動 可 能 な よ う に 、 前 記 リ テ イ ナ
ー の ア ー ム は 、 前 記 筒 部 の 先 端 部 の 外 径 よ り も 小 さ い 内 径 を 有 し 、 か つ 前 記 溝 部 の 外 径 に
近 い 内 径 を 有 し て い る 、 筒 部 を 受 け る た め の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 形 成 さ れ て い る 第 １ の リ ン グ 部 分 と 第 ２ の リ ン グ 部 分 と を さ ら に 具 備
し 、 こ れ ら 第 １ の リ ン グ 部 分 と 第 ２ の リ ン グ 部 分 と の 各 々 は 、 透 孔 を 有 し 、 前 記 第 １ の リ
ン グ 部 分 と 第 ２ の リ ン グ 部 分 と の 透 孔 は 、 整 合 さ れ 、 か つ 前 記 第 ２ の 孔 を 規 定 し 、 ま た 、
　 前 記 リ テ イ ナ ー の ア ー ム は 、 前 記 リ テ イ ナ ー が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら の 第 １ の 筒 部 の 離
脱 に 抗 す る よ う な 完 全 な ラ ッ チ 位 置 に あ る と き に 、 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 第 ２ の リ ン グ 部 分 に
係 合 可 能 で あ る 、 請 求 項 ９ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ア ー ム は 、 こ れ ら ア ー ム の 各 々 の 端 部 に 形 成 さ れ て い る 球 面 部 分 を 有 す る 請 求 項 ９
の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 筒 部 の 凹 型 の 溝 部 近 く に 形 成 さ れ た 段 部 を さ ら に 有 し 、 こ の 段 部 は 、 筒 部 の 前 記 先
端 部 が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ を 通 っ て 挿 入 さ れ る 距 離 を 規 定 す る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ の 一 部 を
受 け る 、 請 求 項 ９ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 流 体 を 搬 送 す る 部 品 を カ ッ プ リ ン グ さ せ る 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 出 願 は 、 ２ ０ ０ ４ 年 ３ 月 ９ 日 付 け の 先 願 の 米 国 出 願 第 １ ０ /７ ９ ６ ,６ ７ ７ 号 の 継 続 出
願 で あ り 、 ま た 、 ２ ０ ０ ４ 年 ３ 月 ９ 日 付 け の 先 願 の 米 国 出 願 第 １ ０ /７ ９ ６ ,６ ７ ７ 号 と 、
２ ０ ０ ２ 年 ３ 月 ２ ２ 日 付 け の 先 願 の 米 国 出 願 第 １ ０ /１ ０ ４ ， ４ ０ ５ 号 と の 一 部 継 続 出 願
で あ る 。 こ れ ら 出 願 の 各 々 の 内 容 は 、 こ の 明 細 書 全 体 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ス ナ ッ プ 適 合 式 の コ ネ ク タ 、 即 ち ク イ ッ ク コ ネ ク タ は 、 特 に 、 自 動 車 並 び に そ の 他 の 産
業 上 の 応 用 例 に お い て 、 流 体 を 搬 送 す る 導 管 を 結 合 す る た め の 幅 広 い 応 用 例 で 使 用 さ れ て
い る 。 軸 方 向 に 変 位 可 能 な リ テ イ ナ ー を 有 す る 代 表 的 な ク イ ッ ク コ ネ ク タ に お い て 、 リ テ
イ ナ ー は 、 コ ネ ク タ 部 品 、 即 ち 部 材 の ハ ウ ジ ン グ の ボ ア 中 に 固 定 し て 装 着 さ れ る 。 こ の リ
テ イ ナ ー は 、 ハ ウ ジ ン グ の ボ ア の 軸 方 向 に 延 び る 中 心 線 に 向 け て 内 方 へ と 、 径 方 向 に 角 度
を な し て 延 び て い る 複 数 の 脚 部 を 有 し て い る 。 ハ ウ ジ ン グ の ボ ア に シ ー ル 状 態 で 装 着 さ れ
る チ ュ ー ブ 、 即 ち 付 属 品 が 、 リ テ イ ナ ー の 脚 部 の 内 面 に 当 接 し 、 か つ 径 方 向 に 突 出 し た 部
分 、 即 ち フ ラ ン ジ を 有 し て い る 。 付 属 品 が リ テ イ ナ ー 脚 部 に ロ ッ ク 状 態 で 係 合 さ れ た と き
に 、 シ ー ル 並 び に ス ペ ー サ 部 材 と 、 ベ ア リ ン グ 、 即 ち ト ッ プ ハ ッ ト と が 、 代 表 的 に 、 ハ ウ
ジ ン グ と 付 属 品 と の 間 に シ ー ル を 形 成 す る た め に 、 リ テ イ ナ ー の 前 で ボ ア に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 リ テ イ ナ ー が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 主 透 孔 に 対 し て 横 方 向 に 規 定 さ れ た 整 合 ボ ア 、 即 ち ア
パ チ ャ を 通 っ て 径 方 向 に 変 位 可 能 で あ る 径 方 向 に 変 位 可 能 な リ テ イ ナ ー が 、 ま た 、 知 ら れ
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て い る 。 こ の 径 方 向 に 変 位 可 能 な リ テ イ ナ ー に は 、 代 表 的 に 、 １ 対 の 垂 下 し た 脚 部 が 設 け
ら れ て い る 。 こ れ ら 脚 部 は 、 付 属 品 、 即 ち 導 管 が 、 コ ネ ク タ の ボ ア に 完 全 に 着 座 さ れ た と
き の み 、 付 属 品 の 径 方 向 に 突 出 し た 部 分 、 即 ち フ ラ ン ジ の 後 に 摺 動 す る サ イ ズ で あ り 、 ま
た 、 フ ラ ン ジ の 後 に 摺 動 し て 位 置 さ れ る 。 こ の 結 果 、 導 管 が コ ネ ク タ の ボ ア 中 に 完 全 に 挿
入 さ れ た と き の み 、 径 方 向 に 変 位 可 能 な リ テ イ ナ ー が 、 コ ネ ク タ 中 に 完 全 に 挿 入 さ れ 得 る
の で 、 導 管 が コ ネ ク タ に 積 極 的 に ロ ッ ク 係 合 す る こ と と 、 導 管 が 完 全 に 着 座 し た と い う 指
示 が 与 え ら れ る こ と と は 確 実 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 多 く の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ に お い て 、 弾 性 の Ｏ -リ ン グ 、 並 び に /若 し く は 、 互 い に 離
間 し た ２ つ の Ｏ -リ ン グ 間 の 剛 性 の ス ペ ー サ 部 材 の よ う な １ つ 以 上 の シ ー ル 部 材 が 、 ハ ウ
ジ ン グ と 挿 入 さ れ る 筒 部 と の 間 に シ ー ル を 形 成 す る た め に 、 ハ ウ ジ ン グ の ボ ア 中 に 装 着 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 筒 部 が ハ ウ ジ ン グ の ボ ア 中 に 挿 入 さ れ る 前 に 、 若 し く は 、 筒 部 が ハ ウ ジ ン グ か ら 外 さ れ
た 後 に 、 ト ッ プ ハ ッ ト が 、 前 記 シ ー ル 部 材 を ボ ア に 保 持 さ せ る よ う に 、 ボ ア の 端 部 に 代 表
的 に 装 着 さ れ る 。 こ の ト ッ プ ハ ッ ト は 、 ハ ウ ジ ン グ の ボ ア 中 に 摺 動 す る よ う な ス リ ー ブ 部
分 と 、 ボ ア の 拡 大 端 部 に 着 座 す る よ う な エ ン ド フ ラ ン ジ (end flange)と を 代 表 的 に 有 し て
い る 。 こ の ト ッ プ ハ ッ ト は 、 ハ ウ ジ ン グ の ボ ア 内 に シ ー ル 部 材 を 効 果 的 に 確 保 す る が 、 流
体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 組 み 合 わ せ 時 間 を 必 要 と す る 更 な る 部 品 を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 筒 部 の 先 端 部 か ら 離 間 し た 大 径 ビ ー ド 、 即 ち フ ラ ン ジ の 形 態 の 突 出 部 に 係 合 さ れ る
よ う な 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ 用 の リ テ イ ナ ー に 加 え て 、 ま た 、 ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン
グ に 筒 部 を 固 定 す る よ う な 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ 用 の リ テ イ ナ ー を 構 成 す る こ と が 知 ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 形 式 の リ テ イ ナ ー に も 関 わ ら ず 、 流 体 コ ネ ク タ の ハ ウ ジ ン グ は 、 代 表 的 に 、
第 １ の 端 部 か ら 離 間 し た １ つ 以 上 の 環 状 鉤 部 を 有 す る 細 長 い ス テ ム を 備 え て い る 。 前 記 鉤
部 に よ っ て 、 ハ ウ ジ ン グ と 導 管 の 一 端 部 と を 接 続 さ せ る た め の 、 ホ ー ス 、 即 ち 導 管 と の 確
実 な 係 合 が 与 え ら れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 導 管 と ハ ウ ジ ン グ と の 確 実 な 係 合 に よ り 、 軸 方 向 に 変 位 可 能 な リ テ イ ナ ー で 設 計 さ れ た
流 体 コ ネ ク タ の コ ネ ク タ 部 分 の 軸 方 向 透 孔 、 若 し く は 、 径 方 向 に 変 位 可 能 な リ テ イ ナ ー を
受 け る よ う に 設 計 さ れ た コ ネ ク タ の 横 方 向 ボ ア の 開 口 端 は 、 導 管 と コ ネ ク タ と が 一 緒 に 結
合 さ れ た と き に 、 チ ュ ー ブ と コ ネ ク タ と の 位 置 に 応 じ て 、 周 方 向 の 位 置 に 固 定 さ れ る 。 あ
る 応 用 例 で は 、 こ れ に よ っ て 、 特 に 径 方 向 の リ テ イ ナ ー の 場 合 に 、 リ テ イ ナ ー を コ ネ ク タ
中 に 挿 入 す る ア ク セ ス 性 が 制 限 さ れ 、 コ ネ ク タ 中 へ の リ テ イ ナ ー の 挿 入 が 難 し く な る 可 能
性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ ら の よ う な 課 題 に 対 処 す る た め に 、 リ テ イ ナ ー を ク イ ッ ク コ ネ ク タ 中 に 挿 入 し た り
、 ク イ ッ ク コ ネ ク タ か ら 外 し た り す る の を 容 易 に す る よ う に 、 簡 単 に 回 転 可 能 な ２ つ の 部
品 の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ が 考 案 さ れ て い る 。 こ の よ う な ク イ ッ ク コ ネ ク タ に お い て は 、
代 表 的 に 単 一 構 造 の ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ は 、 一 方 が 、 チ ュ ー ブ 即 ち 導 管 の よ う な
流 体 部 品 に 取 着 若 し く は 装 着 可 能 で 、 他 方 が 、 第 ２ の 導 管 即 ち 筒 部 と 、 第 １ の 部 品 と 筒 部
と を 一 緒 に ロ ッ ク す る た め の リ テ イ ナ ー と を 受 け る 、 係 合 可 能 な ２ つ の 部 分 に よ っ て 交 換
さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ス ナ ッ プ 適 合 能 力 が 高 く 、 別 の 部 品 の 数 が 少 な い 改 良 さ れ た 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ を 提
供 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 小 径 の 係 合 面 、 即 ち 溝 部 を 有 す る 筒 部 と 係 合 す る よ う に 構
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成 さ れ た リ テ イ ナ ー を 有 す る 改 良 さ れ た 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と が 好 ま し い
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 第 １ の 筒 部 と 第 ２ の 筒 部 と を 流 体 フ ロ ー 連 通 の 状 態 で 結 合 さ せ る た め の 改 良
さ れ た 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 態 様 に お い て 、 こ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ は 、 開 口 端 か ら 延 び て い る ボ ア を 有 し て お
り 、 第 １ の 筒 部 を 受 け る た め の ハ ウ ジ ン グ を 備 え て い る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ に 装 着 可 能 な リ
テ イ ナ ー が 、 第 １ の 筒 部 を ハ ウ ジ ン グ に ロ ッ ク 状 態 に カ ッ プ リ ン グ す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 ハ ウ ジ ン グ の 一 端 部 か ら 軸 方 向 に 延 び て い る １ つ 以 上 の ラ ッ チ ア ー
ム を 有 し て い る 。 前 記 ラ ッ チ ア ー ム は 、 前 記 第 ２ の 筒 部 の 拡 大 溝 部 と ス ナ ッ プ 適 合 す る よ
う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ つ 以 上 の シ ー ル 部 材 が 、 ハ ウ ジ ン グ 若 し く は 第 ２ の 筒 部 に 、 前 記 第 １ の 筒 部 を シ ー ル
状 態 で カ ッ プ リ ン グ す る た め に 、 ハ ウ ジ ン グ の ボ ア 、 若 し く は 第 ２ の 筒 部 の ボ ア 内 に 装 着
さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ の ボ ア は 、 前 記 開 口 端 か ら 延 び て い る 第 １ の 大 径 ボ ア と 、 こ の 第
１ の 大 径 ボ ア か ら 延 び て い る 少 な く と も １ つ の 小 径 ボ ア 部 と か ら 構 成 さ れ た 階 段 状 の ボ ア
構 造 を 有 し て い る 。 １ つ の 小 径 ボ ア 部 の 内 径 は 、 第 １ の 筒 部 が ハ ウ ジ ン グ 中 に 挿 入 さ れ た
と き に 、 第 ２ の 筒 部 の 先 端 部 の 周 り に 同 軸 的 に 配 置 さ れ る サ イ ズ で あ る 。 こ の よ う な 配 置
に よ っ て 、 前 記 ラ ッ チ ア ー ム は 、 第 １ の 筒 部 に 近 接 し 、 ハ ウ ジ ン グ が 第 ２ の 筒 部 か ら 外 れ
る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ と 同 時 に 、 前 記 ラ ッ チ ア ー ム の 軸 方 向 外 端 部 が 、 シ ー ル 部 材 を 第 ２ の 筒 部 の ボ ア に
保 持 さ せ る た め に 、 第 ２ の 筒 部 の ボ ア 中 に 位 置 さ れ る 。 こ の 結 果 、 別 の ト ッ プ ハ ッ ト が 必
要 な く な り 、 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の コ ス ト は 減 り 、 組 み 合 わ せ 時 間 は 短 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 第 １ の 筒 部 が 、 こ の 第 １ の 筒 部 の 先 端 部 か ら 離 間 し た 小 径 の 環 状 溝
部 の 形 状 の 係 合 面 を 有 し て い る 。 横 方 向 に 移 動 可 能 な リ テ イ ナ ー の 内 側 ア ー ム の 内 径 は 、
第 １ の 筒 部 を ハ ウ ジ ン グ に ロ ッ ク 状 態 で カ ッ プ リ ン グ す る た め に 、 筒 部 の 溝 部 に 係 合 す る
よ う な サ イ ズ で あ る 。 こ れ と 同 時 に 、 前 記 リ テ イ ナ ー の ア ー ム の 内 径 は 、 第 １ の 筒 部 の 先
端 部 の 外 径 よ り も 小 さ い 。 こ の た め 、 リ テ イ ナ ー が 、 ハ ウ ジ ン グ の 完 全 な ラ ッ チ 位 置 に あ
る 場 合 、 ハ ウ ジ ン グ の ボ ア 中 へ の 第 １ の 筒 部 の 挿 入 は 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ の 筒 部 の 先 端 部 を ハ ウ ジ ン グ の ボ ア 中 に 挿 入 可 能 に す る 送 出 位 置 で 、 ハ ウ ジ ン グ に
ラ ッ チ さ れ る こ と が で き る リ テ イ ナ ー は 、 第 １ の 筒 部 の 係 合 面 、 即 ち 溝 部 が 、 リ テ イ ナ ー
の 内 側 ア ー ム に 整 合 さ れ た と き の み 、 完 全 な ラ ッ チ 位 置 へ と ハ ウ ジ ン グ に 横 方 向 か ら 移 動
さ れ る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 第 １ の 筒 部 の 先 端 部 は 、 第 １ の 筒 部 が リ テ イ ナ ー に
よ っ て ハ ウ ジ ン グ に ロ ッ ク 状 態 で カ ッ プ リ ン グ さ れ た と き に 、 ハ ウ ジ ン グ 若 し く は 第 ２ の
筒 部 内 に 、 シ ー ル 部 材 と 係 合 す る ま で 完 全 に 挿 入 さ れ る こ と が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 リ テ イ ナ ー の 内 側 ア ー ム は 、 リ テ イ ナ ー が ク イ ッ ク コ ネ ク タ の
完 全 な ラ ッ チ 位 置 に あ る と き 、 ハ ウ ジ ン グ の 横 方 向 ボ ア の 一 部 を 規 定 し て お り 、 ハ ウ ジ ン
グ の 近 接 面 に 配 置 さ れ る よ う な 延 長 さ れ た 長 さ (extended length)を 有 し て い る 。 こ れ に
よ っ て 、 ハ ウ ジ ン グ と の 係 合 位 置 に 配 置 さ れ た 内 側 ア ー ム の 端 部 は 、 ハ ウ ジ ン グ か ら の 第
１ の 端 部 の 分 離 に 抗 す る よ う に 作 用 す る 耐 引 張 り 力 を 増 加 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 リ テ イ ナ ー の 内 側 ア ー ム の 端 部 に は 、 球 面 部 が 形 成 さ れ て い る
。 こ れ に よ っ て 、 リ テ イ ナ ー が ハ ウ ジ ン グ 内 で 一 時 的 な 送 出 位 置 に あ る と き 、 第 １ の 筒 部
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の 先 端 部 が リ テ イ ナ ー を 通 っ て 挿 入 さ れ る の に 必 要 と さ れ る 押 力 は 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 か く し て 、 以 前 に 提 案 さ れ た 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ に 対 し て 多 く の 改 良 点 を 有 す る 一 意
的 な 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ が 開 示 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 面 の 図 １ な い し 図 ４ に は 、 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ０ ０ が 、 よ り 詳 細 に は 、 一 方 が リ
テ イ ナ ー を 受 け 、 他 方 が 、 以 下 に 一 例 の み に よ っ て 説 明 さ れ る 筒 状 の 導 管 の よ う な 別 の 流
体 部 品 に 装 着 可 能 若 し く は 支 持 さ れ る 、 ２ つ の 回 転 可 能 な 部 品 を 有 し た 流 体 ク イ ッ ク コ ネ
ク タ １ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ０ ０ は 、 ス ナ ッ プ 相 互 (snap-together)接 続 に よ る 流 体 密
、 耐 漏 洩 で シ ー ル 接 続 さ れ た 状 態 で 、 導 管 の よ う な 第 １ の 流 体 部 材 と 第 ２ の 流 体 部 材 と を
シ ー ル 並 び に ロ ッ ク 可 能 に 、 し か し 着 脱 可 能 に 相 互 接 続 さ せ る の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ は 、 互 い に 対 向 し た 端 面 間 に 軸 方 向 に 延 び る 透 孔 を 与 え る よ う に
、 軸 方 向 に 接 続 さ れ る の に 適 し た 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ と 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ と か
ら 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ 組 立 体 １ ０ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ は 、 マ ニ ホ ー ル ド や バ ル ブ の よ う な 流 体 作 動 装 置 と 一 体 的
な 延 出 部 の よ う に 形 成 さ れ て も 良 い し 、 図 １ な い し 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 好 ま し く
は 高 強 度 プ ラ ス チ ッ ク 若 し く は 金 属 か ら な り 、 一 端 部 の リ ッ プ １ ０ ８ か ら こ れ と は 反 対 側
の 第 ２ の 端 部 １ １ ０ ま で 延 び て い る 階 段 状 外 面 の ハ ウ ジ ン グ を 有 し た 一 体 成 形 本 体 で 形 成
さ れ て い て も 良 い 。 図 示 さ れ て い な い 少 な く と も １ つ の 、 好 ま し く は 長 軸 方 向 に 沿 っ て 離
間 し た 複 数 の 鉤 部 、 即 ち 突 出 部 が 、 第 ２ の 端 部 １ １ ０ 近 く で 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ の 外
面 に 沿 っ て 形 成 さ れ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 鉤 部 は 、 こ れ と シ ー ル 接 続 す る よ う に 鉤
部 中 に 摺 動 可 能 な プ ラ ス チ ッ ク 若 し く は エ ラ ス ト マ ー 導 管 の よ う な 可 撓 性 の 導 管 に 確 実 に
係 合 さ れ る 。 環 状 の 溝 部 、 即 ち リ セ ス １ ０ ９ が 、 以 下 に 説 明 さ れ る 目 的 で 、 前 記 リ ッ プ １
０ ８ の 近 く で ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ の 拡 大 部 １ １ １ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 前 記 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ は 、 高 強 度 プ ラ ス チ ッ ク か ら な る 一 体 成 形 本 体 で 形
成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ は 、 第 １ の 環 状 リ ン グ 部 材 １ １ ６
と 第 ２ の 環 状 リ ン グ 部 材 １ １ ８ と を 有 し て い る 。 こ れ ら 第 １ の 環 状 リ ン グ 部 材 １ １ ６ と 第
２ の 環 状 リ ン グ 部 材 １ １ ８ と は 、 互 い に 離 間 し 、 こ れ ら 部 材 １ １ ６ ， １ １ ８ の 外 側 エ ッ ジ
間 に 延 び た １ 対 の 側 方 フ ラ ン ジ １ ２ ２ に よ っ て 相 互 接 続 さ れ て い る 。 複 数 の ノ ッ チ １ ２ ６
が 、 以 下 に 説 明 さ れ る よ う な リ テ イ ナ ー ６ ６ の 相 互 接 続 さ れ る 突 出 部 を 受 け る よ う に 、 各
側 方 フ ラ ン ジ １ ２ ２ の 各 々 一 側 の エ ッ ジ に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 側 方 フ ラ ン ジ １ ２ ２ は 、 互 い に 並 行 で あ り 、 前 記 第 １ の リ ン グ 部 材 １
１ ６ と 第 ２ の リ ン グ 部 材 １ １ ８ と に 組 み 合 わ さ れ て 、 横 方 向 に 開 口 し て い る ア パ チ ャ １ ２
５ ， １ ２ ７ を 規 定 し て い る 。 横 方 向 に 延 び て い る こ れ ら ア パ チ ャ １ ２ ５ ， １ ２ ７ は 、 第 ２
の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ を 貫 通 し て 長 手 方 向 に 延 び て い る 透 孔 に 連 通 し て い る 。 こ の 透 孔 は 、
第 ２ の リ ン グ 部 材 １ １ ８ 内 の 第 １ の ア パ チ ャ １ ２ ０ か ら 、 筒 状 の 延 出 部 、 即 ち カ ラ ー １ ３
６ を 貫 通 し て 延 び て い る ア パ チ ャ 、 即 ち ボ ア １ ３ ８ ま で 延 び て い る 。 前 記 カ ラ ー は 、 第 １
の リ ン グ 部 材 １ １ ６ か ら 突 出 し 、 第 １ の 外 端 部 １ ４ ０ の と こ ろ で 終 端 し て い る 。 こ の カ ラ
ー １ ３ ６ は 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ 内 の ボ ア に シ ー ル 部 材 ６ ０ ， ６ ２ ， ６ ４ を 保 持 さ せ
る ト ッ プ ハ ッ ト と し て の 役 割 を 果 た し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ０ ０ は 、 前 記 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ 内 の 横 方 向 ア パ チ ャ １ ２
５ ， １ ２ ７ 中 に 受 け 入 れ ら れ る よ う に な っ て い る ほ ぼ Ｕ 字 型 の リ テ イ ナ ー ６ ６ を さ ら に 有
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し て い る 。 こ の 受 け 入 れ は 、 リ テ イ ナ ー ６ ６ が 、 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ 中 へ と 、 片 側 脚
部 が 最 初 で 挿 入 さ れ る の に 従 っ て 、 リ テ イ ナ ー ６ ６ の 互 い に 離 間 し た 脚 部 １ ４ ６ が 、 チ ュ
ー ブ 、 即 ち 導 管 ５ ０ の 外 側 セ ク シ ョ ン (exposed section)の 両 側 に 沿 っ て 通 過 す る こ と に
よ り 果 た さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 各 脚 部 １ ４ ６ は 、 前 記 リ テ イ ナ ー ６ ６ が 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ 中 に 完 全 に 挿 入 さ れ た
と き に 、 前 記 チ ュ ー ブ ５ ０ の 突 出 ビ ー ド 、 即 ち フ ラ ン ジ ５ ２ の 片 側 に 軸 方 向 で 向 か い 合 う
、 好 ま し く は 軸 方 向 で 係 合 す る の に 適 し た 「 ロ ッ ク 」 面 を 形 成 し て い る 内 側 ア ー ム １ ４ ８
を 有 し て い る 。 こ の よ う に し て 、 リ テ イ ナ ー の 各 脚 部 の ロ ッ ク 面 は 、 突 出 ビ ー ド ５ ２ が 、
予 め 設 定 さ れ た 地 点 を 越 え て 、 ハ ウ ジ ン グ 組 立 体 １ ０ ２ の 軸 方 向 ボ ア か ら 軸 方 向 へ と 変 位
す る の を 防 止 し て 、 導 管 を ロ ッ ク す る 役 割 を 果 た し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 リ テ イ ナ ー ６ ６ は 、 ま た 、 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ８ ２ ， ５ ０ ２ 号 に 開 示 さ れ て い る よ う
な 二 次 的 な ラ ッ チ １ ４ ９ を 有 し て い る 。 こ の 特 許 明 細 書 の 内 容 は 、 リ テ イ ナ ー ６ ６ の 構 造
並 び に 動 作 の 説 明 に 関 し て こ の 明 細 書 全 体 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の コ ネ ク タ １ ０ ０ の 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ と 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ と
が 、 米 国 特 許 第 ５ ， ５ ４ ２ ， ７ １ ６ 号 、 ５ ， ９ ５ １ ， ０ ６ ３ 号 、 並 び に ５ ， ７ ８ ２ ， ５ ０
２ 号 に 開 示 さ れ て い る 径 方 向 に 変 位 可 能 な 他 の 形 式 の リ テ イ ナ ー と 共 に 使 用 さ れ 得 る こ と
は 理 解 さ れ で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 コ ネ ク タ １ ０ ０ の ２ つ の 部 分 間 の ス イ ベ ル 接 続 は 、 ま た 、 米 国 特 許 第 ５ ， ５ ４
２ ， ７ １ ２ 号 並 び に ５ ， ４ ５ ６ ， ６ ０ ０ 号 に 開 示 さ れ て い る よ う な 軸 方 向 に 変 位 可 能 な リ
テ イ ナ ー を 有 す る ク イ ッ ク コ ネ ク タ に 適 用 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 従 来 の よ う に 、 前 記 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ の 側 方 フ ラ ン ジ １ ２ ２ は 、 中 心 に 位 置 さ れ
、 軸 方 向 に 延 び 、 か つ 内 方 に 開 口 し た 、 図 示 さ れ て い な い １ 対 の 中 央 ノ ッ チ を 有 し 、 一 方
、 前 記 リ テ イ ナ ー ６ ６ は 、 傾 斜 し た 外 方 突 出 部 、 即 ち 各 脚 部 か ら 外 方 へ と 延 び る 保 持 用 鉤
部 の よ う な 留 め 手 段 を 有 し て い る 。 こ れ ら 細 長 い ノ ッ チ は 、 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ 内 に
部 分 的 に 挿 入 さ れ 、 「 予 め 組 み 合 わ さ れ た 」 位 置 、 即 ち 送 出 位 置 (shipping position)に
リ テ イ ナ ー ６ ６ を 着 脱 可 能 に 装 着 さ せ る よ う に 保 持 用 鉤 部 と 協 同 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に し て 、 前 記 リ テ イ ナ ー ６ ６ は 、 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ に 保 持 さ れ る こ と が
で き る 。 さ も な け れ ば 、 リ テ イ ナ ー ６ ６ は 、 突 出 ビ ー ド が 、 リ テ イ ナ ー 脚 部 の ロ ッ ク 面 を
、 即 ち 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ 中 へ の リ テ イ ナ ー ６ ６ の 完 全 な 挿 入 に お け る 突 出 ビ ー ド の
軸 方 向 へ の 変 位 を 防 止 す る ロ ッ ク 面 を 通 り 過 ぎ て 、 ボ ア へ と 軸 方 向 に 通 過 す る の を 可 能 に
す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 カ ラ ー １ ３ ６ は 、 ４ つ の 脚 部 １ ５ ０ ， １ ５ ２ ， １ ５ ４ ， １ ５ ５ が 、 一 例 に よ っ て 図
１ な い し 図 ４ に 示 さ れ て い る 可 撓 性 、 即 ち 変 形 可 能 な 複 数 の 脚 部 を 有 し て い る 。 こ れ ら 脚
部 １ ５ ０ ， １ ５ ２ ， １ ５ ４ ， １ ５ ５ は 、 各 々 が ほ ぼ 弓 形 状 を 有 し 、 カ ラ ー １ ３ ６ が 非 連 続
的 な 円 形 形 状 を す る よ う に し て い る 。 脚 部 １ ５ ０ ， １ ５ ２ 、 若 し く は 脚 部 １ ５ ０ ， １ ５ ４
の よ う な 互 い に 隣 接 す る ２ つ の 脚 部 は 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ と 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １
４ と の 接 続 の 間 に 、 各 脚 部 １ ５ ０ ， １ ５ ２ ， １ ５ ４ ， １ ５ ５ の 変 形 を 可 能 に す る ス ロ ッ ト
１ ５ ６ に よ っ て 分 離 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ と 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ と は 、 前 記 脚 部 １ ５ ０ ， １ ５ ２
， １ ５ ４ ， １ ５ ５ の カ ラ ー 部 か ら 径 方 向 外 方 に 延 び て い る 少 な く と も １ つ の 、 好 ま し く は
複 数 の ロ ッ ク 可 能 な 突 出 部 、 即 ち フ ィ ン ガ ー １ ６ ０ に よ っ て 、 互 い に ス イ ブ ル 並 び に 回 転
可 能 に 接 続 さ れ る 。 前 記 突 出 部 １ ６ ０ の 各 々 は 、 各 脚 部 １ ５ ０ ， １ ５ ２ ， １ ５ ４ ， １ ５ ５
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の 端 部 か ら 延 び て い る 、 テ ー パ 即 ち 角 度 付 け ら れ た 傾 斜 面 １ ６ ２ を 有 し て い る 。 こ の 傾 斜
面 １ ６ ２ は 、 各 突 出 部 １ ６ ０ と 、 こ れ に 近 接 し た 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ の 環 状 リ ン グ １
１ ６ と の 間 に 形 成 さ れ た 環 状 リ セ ス １ ６ ６ 近 く に 配 置 さ れ て い る 径 方 向 外 方 の エ ッ ジ １ ６
４ で 終 端 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ と 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ と の 係 合 の 間 に 、 各 脚 部 １ ５ ０
， １ ５ ２ ， １ ５ ４ ， １ ５ ５ の 軸 方 向 に 延 び た 端 部 が 、 前 記 リ ッ プ １ ０ ８ 内 へ と 第 １ の ハ ウ
ジ ン グ １ ０ ６ の ボ ア の 開 口 端 を 自 由 に 通 過 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 前 記 傾 斜 面 １ ６ ２ が 、 前 記 リ ッ プ １ ０ ８ と 係 合 し 、 こ れ ら 傾 斜 面 は 、 各 脚 部 １
５ ０ ， １ ５ ２ ， １ ５ ４ ， １ ５ ５ の ト ッ プ エ ッ ジ １ ６ ４ が 、 リ ッ プ １ ０ ８ の 径 方 向 内 方 の エ
ッ ジ を 通 過 し (clear)、 リ ッ プ １ ０ ８ を 前 記 近 接 リ セ ス １ ６ ６ に 係 合 さ せ る ま で 、 各 脚 部
１ ５ ０ ， １ ５ ２ ， １ ５ ４ ， １ ５ ５ を 径 方 向 内 方 に 変 形 さ せ る 。 か く し て 、 脚 部 １ ５ ０ ， １
５ ２ ， １ ５ ４ ， １ ５ ５ の 各 々 が 、 径 方 向 外 方 に ス ナ ッ プ 適 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 相 互 接 続 し た 位 置 で 、 前 記 突 出 部 １ ６ ０ が 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ の 拡 大 端 部 １
１ １ 内 で 回 転 可 能 だ が 、 軸 方 向 の 移 動 に 対 し て 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ と 第 ２ の ハ ウ ジ ン
グ １ １ ４ と を 相 互 に ロ ッ ク さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 前 記 リ ッ プ １ ０ ８ は 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ と 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ と の 相
互 回 転 の た め の 回 転 可 能 面 を 与 え な が ら 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ６ と 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １
１ ４ と を 軸 方 向 に 移 動 し な い よ う に 結 合 さ せ る の を 助 け る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ５ な い し 図 １ １ に は 、 流 体 を 搬 送 す る 第 １ の 部 品 、 即 ち 筒 部 １ ８ ２ と 、 流 体 を 搬 送 す
る 第 ２ の 部 品 、 即 ち 筒 部 １ ８ ４ と の 間 の 流 体 カ ッ プ リ ン グ を 果 た さ せ る 流 体 ク イ ッ ク コ ネ
ク タ １ ８ ０ の 他 の 実 施 の 態 様 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 記 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ と 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ と は 、 流 体 を 搬 送 す る 導 管 、 バ ル ブ 、 マ ニ ホ
ー ル ド 、 ポ ン プ 、 ハ ウ ジ ン グ 等 と 一 体 的 な 端 部 で あ っ て も 良 い し 、 こ の よ う な 部 品 、 即 ち
流 体 を 搬 送 す る 別 の 部 品 に 、 こ れ ら 筒 部 自 体 が 装 着 さ れ る 別 の 部 材 で あ っ て も 良 い こ と は
理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ６ 並 び に 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 前 記 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ は 、 全 体 的 に 、 先 端 １ ９
０ か ら 延 び て い る 先 端 部 １ ８ ８ の 一 部 に 位 置 さ れ た 表 面 係 合 機 構 (surface engagement fe
ature)１ ８ ６ を 備 え た 筒 状 部 材 を 有 し て い る 。 こ の 表 面 係 合 機 構 １ ８ ６ は 、 一 例 の み に お
い て 、 筒 部 １ ８ ２ に 形 成 さ れ た 環 状 の リ セ ス 、 即 ち 溝 部 １ ９ ２ で あ る 。 こ の 環 状 の リ セ ス
、 即 ち 溝 部 １ ９ ２ は 、 先 端 部 １ ８ ８ 若 し く は 筒 部 １ ８ ２ の 残 り の 部 分 の 内 径 よ り も 小 さ な
内 径 を 有 し て い る 。 こ の リ セ ス １ ９ ２ の 内 径 よ り も 大 き い が 、 筒 部 １ ８ ２ の 残 り の 部 分 の
内 径 よ り も 小 さ い 内 径 の 階 段 部 １ ９ ４ が 、 前 記 表 面 係 合 機 構 １ ８ ６ の 一 部 と し て 形 成 さ れ
て い る 。 こ の 階 段 部 は 、 溝 部 １ ９ ２ と 、 筒 部 １ ８ ２ の 残 り の 部 分 と の 間 の 移 行 面 と し て 延
び て い る 。 表 面 係 合 機 構 １ ８ ６ は 、 階 段 部 １ ９ ４ な し に 、 以 下 に 説 明 さ れ る よ う な 役 割 を
果 た し 得 る こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 前 記 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ は 、 ネ ッ ク 部 、 即 ち 小 径 部 １ ９ ６ と 、 第 １ の 端 面 ２ ０ ０ か ら 真 っ
直 ぐ に 延 び て い る 大 径 端 部 １ ９ ８ と を 有 す る よ う に 一 例 の み に よ っ て 示 さ れ て い る 。 こ の
大 径 端 部 １ ９ ８ は 、 ネ ッ ク 部 よ り も 大 き い 内 径 と 外 径 と を 有 し て い る 。 ボ ア ２ ０ ２ が 、 第
２ の 筒 部 １ ８ ４ の 第 １ の 端 面 ２ ０ ０ か ら 延 び て い る 。 こ の ボ ア ２ ０ ２ は 、 小 径 の ボ ア 部 ２
０ ４ へ 、 次 に 、 更 な る 小 径 の 第 ３ の ボ ア 部 ２ ０ ６ へ 階 段 状 に 下 が っ て 延 び て い る 。 第 ２ の
筒 部 １ ８ ４ を 貫 通 し て い る こ の ボ ア が 、 幾 分 か 階 段 状 に 下 が っ た 、 若 し く は 上 が っ た 直 径
部 分 を 有 す る 他 の 構 造 を な し 得 る こ と は 理 解 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
　 環 状 の リ セ ス 、 即 ち 溝 部 ２ ０ ８ が 、 前 記 ボ ア 部 ２ ０ ２ 内 に 、 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ の 第 １ の
開 口 端 ２ ０ ０ か ら 内 方 に 離 間 し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の リ セ ス ２ ０ ８ の 目 的 は 、 以 下 の 説
明 で 明 ら か に さ れ る だ ろ う 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ ， ７ ， ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ８ ０ は 、 一 例 に よ っ て 、
代 表 的 に は プ ラ ス チ ッ ク 、 若 し く は 他 の 材 料 か ら な る 一 体 成 形 本 体 と し て 形 成 さ れ た ハ ウ
ジ ン グ ２ １ ０ を 有 し て い る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ は 、 互 い に 離 間 し た １ 対 の 第 １ の 弓 状
リ ン グ 部 材 ２ １ １ ， ２ １ ２ と 、 １ 対 の 第 ２ の 弓 状 リ ン グ 部 材 ２ １ ３ ， ２ １ ４ と を 有 し て い
る 。 １ 対 の 第 ２ の リ ン グ 部 材 ２ １ ３ ， ２ １ ４ は 、 互 い に 離 間 し 、 か つ ほ ぼ 並 行 し て い る 。
こ れ ら リ ン グ 部 材 ２ １ １ ， ２ １ ２ ， ２ １ ３ ， ２ １ ４ は 、 こ れ ら リ ン グ 部 材 の 端 部 間 で 延 び
て い る １ 対 の 側 方 フ ラ ン ジ ２ １ ６ ， ２ １ ８ に よ っ て 互 い に 結 合 さ れ て い る 。 図 ５ 並 び に 図
６ に は １ つ だ け 示 さ れ て い る リ セ ス ２ ２ ０ が 、 以 下 に 説 明 さ れ る よ う な リ テ イ ナ ー の 一 部
を 受 け る た め に 、 側 方 フ ラ ン ジ ２ １ ６ ， ２ １ ８ の １ つ の エ ッ ジ に 形 成 さ れ て い る 。 リ ン グ
部 材 ２ １ ２ ， ２ １ ４ と 、 側 方 フ ラ ン ジ ２ １ ６ ， ２ １ ８ の 相 互 接 続 部 分 と は 、 ハ ウ ジ ン グ ２
１ ０ の 第 １ の 端 部 の と こ ろ に 、 第 １ の ア パ チ ャ （ ボ ア ） ２ ２ ２ を 規 定 し て い る 。 同 様 に 、
前 記 リ ン グ 部 材 ２ １ １ ,２ １ ３ と 、 側 方 フ ラ ン ジ ２ １ ６ ， ２ １ ８ の 互 い に 対 向 し た 端 部 と
は 、 第 ２ の ボ ア ２ ２ ４ を 規 定 し て い る 。 こ れ ら 第 １ の ボ ア ２ ２ ２ と 第 ２ の ボ ア ２ ２ ４ と は
、 同 軸 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 前 記 互 い に 離 間 し た リ ン グ 部 材 ２ １ １ ， ２ １ ２ は 、 第 １ の ボ ア ２ ２ ６ を 規 定 し て い る 。
こ の ボ ア は 、 互 い に 対 向 し た リ ン グ 部 材 ２ １ ３ ， ２ １ ４ 間 に 規 定 さ れ た 第 ２ の 横 方 向 ボ ア
２ ２ ８ に 整 合 さ れ て い る 。 こ れ ら 第 １ の ボ ア ２ ２ ６ と 横 方 向 の ボ ア ２ ２ ８ と は 、 前 記 ボ ア
２ ２ ２ ， ２ ２ ４ に よ っ て 形 成 さ れ た 長 手 方 向 に 延 び た 透 孔 に 交 差 す る よ う に ハ ウ ジ ン グ ２
１ ０ を 貫 通 し て 延 び て い る 横 方 向 の 透 孔 を 規 定 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ノ ッ チ ２ ３ ０ ， ２ ３ ２ が 、 以 下 に 説 明 さ れ る よ う な 予 め 組 み 合 わ さ れ た 状 態 の 送 出 位 置
に リ テ イ ナ ー を 受 け る た め に 、 前 記 側 方 フ ラ ン ジ ２ １ ６ ， ２ １ ８ の 内 面 に 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ８ ０ の こ の よ う な 態 様 に お い て 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ は 、 前 記 筒
部 １ ８ ４ に 回 転 可 能 に ラ ッ チ さ れ る 。 ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ８ ０ の こ の よ う な 特 徴 が 、 他 の
流 体 部 品 、 即 ち 筒 部 に 回 転 し な い よ う に 固 定 し て ラ ッ チ さ れ る ク イ ッ ク コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン
グ に 用 い ら れ 得 る こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ は 、 少 な く と も １ つ の 、 代 表 的 に は 複 数 の 弓 状 脚 部 で 構 成 さ れ た
カ ラ ー ２ ３ ６ を 有 し て い る 。 ３ つ の 脚 部 ２ ３ ８ ， ２ ４ ０ ， ２ ４ ２ の み が 、 図 ８ に 示 さ れ て
い る が 、 ４ つ の 脚 部 が 、 一 例 の み に よ っ て 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 各 脚 部 ２ ３ ８ ， ２ ４ ０ ， ２ ４ ２ は 、 前 記 リ ン グ 部 材 ２ １ １ ， ２ １ ３ の １ つ の エ ッ ジ 、 並
び に /若 し く は 前 記 側 方 フ ラ ン ジ ２ １ ６ ， ２ １ ８ の エ ッ ジ か ら 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の 互 い
に 整 合 さ れ た ボ ア ２ ２ ２ ， ２ ２ ４ を 貫 通 す る 長 軸 に 対 し て 、 ほ ぼ 軸 方 向 に 延 び て い る 。 各
脚 部 ２ ３ ８ ， ２ ４ ０ ， ２ ４ ２ は 、 円 の 一 部 を 規 定 し 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の 残 り の 部 分 に 対
す る 、 片 持 ち さ れ 弾 性 変 形 可 能 な 構 造 を 有 し て い る 。 こ の 構 造 に よ り 、 各 脚 部 ２ ３ ８ ， ２
４ ０ ， ２ ４ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ が 、 以 下 に 説 明 さ れ る よ う に 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ に カ ッ
プ リ ン グ さ れ る 間 に 、 内 方 へ 弾 性 変 形 し 、 そ し て 、 径 方 向 外 方 に ス ナ ッ プ 適 合 す る こ と が
で き る 。 か く し て 、 各 脚 部 ２ ３ ８ ， ２ ４ ０ ， ２ ４ ２ の 一 部 が 、 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ 中 に ス ナ
ッ プ 適 合 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ を 第 ２ の 筒 部 に 回 転 可 能 に 、 し か し 軸 方 向 へ 移 動 し な い
よ う に ロ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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　 各 脚 部 ２ ３ ８ ， １ ４ ０ ， ２ ４ ２ は 、 各 脚 部 ２ ３ ８ ， ２ ４ ０ ， ２ ４ ２ の 軸 方 向 延 出 部 か ら
径 方 向 に 延 び て い る 突 出 部 、 即 ち フ ッ ク 形 状 の ロ ッ ク 面 ２ ４ ４ を 有 し て い る 。 各 ロ ッ ク 面
２ ４ ４ の 径 方 向 最 先 端 部 は 、 以 下 に 説 明 さ れ る よ う な 、 各 脚 部 ２ ３ ８ ， ２ ４ ０ ， ２ ４ ２ の
径 方 向 内 方 へ の 弾 性 変 形 を 容 易 に す る よ う に 、 傾 斜 面 ２ ４ ６ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 前 記 ロ ッ ク 面 ２ ４ ４ は 、 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ の 前 記 環 状 リ セ
ス ２ ０ ８ 中 に ス ナ ッ プ 適 合 さ れ 、 こ の 結 果 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ を 、 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ に 、
回 転 可 能 だ が 、 軸 方 向 に 移 動 し な い 状 態 で カ ッ プ リ ン グ さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 前 記 脚 部 ２ ３ ８ ， １ ４ ０ ， ２ ４ ２ の 各 々 で 規 定 さ れ る 内 径
２ ４ ７ は 、 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ の 先 端 部 １ ８ ８ の 外 径 と 同 じ か 、 若 し く は こ れ よ り わ ず か に
大 き い 。 こ の よ う な 態 様 に お い て は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ は 、 １ 対 の Ｏ -リ ン グ ２ ４ ８
や 、 干 渉 用 の 硬 質 の 環 状 ス ペ ー サ リ ン グ ２ ４ ９ の よ う な シ ー ル 部 材 を 、 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４
の ボ ア に 保 持 す る た め に 、 通 常 の ク イ ッ ク コ ネ ク タ に 代 表 的 に 用 い ら れ た 別 の ト ッ プ ハ ッ
ト を 必 要 と し な い 。 前 記 脚 部 ２ ３ ８ ， １ ４ ０ ， ２ ４ ２ の 内 径 ２ ４ ７ を な す 内 面 は 、 ま た 、
筒 部 １ ８ ２ の 先 端 部 １ ８ ８ の た め の 支 持 面 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ５ な い し 図 １ １ に 詳 細 に 示 さ れ て い る よ う に 、 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ が 、 ク イ ッ ク コ ネ ク
タ １ ８ ０ の 一 部 を 構 成 し 、 ま た 、 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ を ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ 中 に 着 脱 可 能 に ラ
ッ チ す る よ う に 機 能 す る 。 こ の リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ は 、 代 表 的 に 、 モ ー ル ド 成 型 さ れ た プ ラ
ス チ ッ ク で 形 成 さ れ た 単 一 成 形 本 体 と し て 構 成 さ れ て い る 。 こ の リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ は 、 ま
た 、 端 壁 ２ ５ ６ か ら 延 び て い る 第 １ の 側 方 脚 部 ２ ５ ２ と 第 ２ の 側 方 脚 部 ２ ５ ４ と を 有 し て
い る 。 １ 対 の 側 方 タ ブ ２ ５ ８ ， ２ ６ ０ が 、 端 壁 ２ ５ ６ へ の 側 方 脚 部 ２ ５ ２ ， ２ ５ ４ の 接 続
点 の と こ ろ で 、 横 方 向 外 方 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 各 側 方 脚 部 ２ ５ ２ ， ２ ５ ４ の 対 向 端 部 は 、 各 側 方 脚 部 ２ ５ ２ ， ２ ５ ４ の 外 面 か ら 横 方 向
外 方 に 突 出 し て 延 び て い る フ ッ ク 形 状 の ラ ッ チ 部 材 ２ ６ ２ ， ２ ６ ４ を 支 持 し て い る 。 こ れ
ら ラ ッ チ 部 材 ２ ６ ２ ， ２ ６ ４ は 、 図 １ ０ に 示 さ れ た 予 め 組 み 合 わ さ れ た 送 出 位 置 に リ テ イ
ナ ー ２ ５ ０ を ラ ッ チ す る と い う 第 １ の 機 能 を 果 た す 。 こ の 第 １ の 機 能 は 、 リ テ イ ナ ー ２ ５
０ が 前 記 第 １ の 横 方 向 ボ ア ２ ２ ６ を 通 っ て 挿 入 さ れ る 間 に 、 ラ ッ チ 部 材 が 内 方 に 曲 げ ら れ
、 そ し て 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の 側 方 フ ラ ン ジ ２ １ ６ ， ２ １ ８ の 夫 々 の ノ ッ チ ２ ３ ０ ， ２ ３
２ 中 に 横 方 向 外 方 に ス ナ ッ プ 適 合 す る こ と に よ っ て 果 た さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 前 記 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ は 、 前 記 ノ ッ チ ２ ３ ０ ， ２ ３ ２ 中 で 、 図 １ ０ に 示 さ れ た 最 初 に ラ
ッ チ さ れ た 位 置 か ら 下 方 に 摺 動 す る こ と が で き 、 こ の 間 、 前 記 ラ ッ チ 部 材 ２ ６ ２ ， ２ ６ ４
は 、 ノ ッ チ ２ ３ ０ ， ２ ３ ２ 中 に 保 持 さ れ た ま ま で あ る 。 従 っ て 、 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ が ハ ウ
ジ ン グ ２ １ ０ か ら 外 れ る こ と は 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 １ 対 の 内 側 ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ の が 、 側 方 脚 部 ２ ５ ２ ， ２ ５ ４ の 横 方 向 内 方 に 夫 々 配
置 さ れ て い る 。 こ れ ら １ 対 の ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ は 、 リ セ ス ２ ７ ２ に よ っ て 前 記 端 壁 ２
５ ６ か ら 離 間 し た 端 壁 ２ ７ ０ に よ っ て 相 互 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 反 対 側 の リ セ ス が 、 端
壁 ２ ７ ０ と 端 壁 ２ ５ ６ と の 反 対 側 の エ ッ ジ に よ り 形 成 さ れ て い る 。 前 記 端 壁 ２ ７ ０ は 、 ウ
ェ ブ ２ ７ ４ ， ２ ７ ６ に よ っ て 、 側 方 脚 部 ２ ５ ２ ， ２ ５ ４ 、 並 び に /若 し く は 端 壁 ２ ５ ６ に
相 互 接 続 さ れ て い る 。 前 記 ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ と 端 壁 ２ ７ ０ と に よ っ て 形 成 さ れ た 内 面
２ ７ ８ が 、 円 の 一 部 を 規 定 し て い る 。 ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ の 互 い に 対 向 し た 部 分 間 の 内
面 ２ ７ ８ の 直 径 は 、 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ の リ セ ス １ ９ ２ の 外 径 と 同 じ か 、 わ ず か に 大 き い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 前 記 内 面 ２ ７ ８ の 内 径 、 即 ち 前 記 ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ 間 の ス ペ ー ス は 、 第 １ の 筒 部 １
８ ２ の 先 端 部 １ ８ ８ の 外 径 よ り も 小 さ い 。 こ の よ う な 態 様 で は 、 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ が ハ ウ
ジ ン グ ２ １ ０ 中 に 挿 入 さ れ る 前 に 、 前 記 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ が 、 図 １ ０ に 示 さ れ た 予 め 組 み
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合 わ さ れ た 送 出 位 置 か ら 、 図 １ １ に 示 さ れ 、 か つ 以 下 に 説 明 さ れ る 完 全 な ラ ッ チ 位 置 へ と
誤 っ て 移 動 さ れ た 場 合 、 前 記 内 側 ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ は 、 筒 部 １ ８ ２ の 先 端 部 １ ８ ８ が
、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ 内 で リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ を 過 ぎ て 挿 入 さ れ る の を 阻 止 す る 。 ア ー ム ２ ６
６ ， ２ ６ ８ の 端 部 ２ ８ ０ ， ２ ８ ２ が ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の 細 長 い 透 孔 中 に 実 質 的 に 入 っ て い
な い 状 態 で 、 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ が 、 図 １ ０ に 示 さ れ た 予 め 組 み 合 わ さ れ た 送 出 位 置 に あ る
と き の み 、 筒 部 １ ８ ２ の 先 端 部 １ ８ ８ が 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ を 貫 通 し て 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４
の 前 記 ボ ア 部 ２ ０ ２ ， ２ ０ ４ 中 に 完 全 に 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 先 端 部 １ ８ ８ が 、 図 ７ に 示
さ れ て い る よ う に 、 シ ー ル 部 材 ２ ４ ８ ， ２ ４ ９ に よ っ て 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ に シ ー ル さ れ る
こ と が で き る 。 こ れ と 同 時 に 、 前 記 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ は 、 以 下 の よ う に し て 、 横 方 向 か ら
ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ に 通 さ れ る 。 最 初 に 、 ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ が 、 前 記 リ セ ス １ ９ ２ の 外
径 面 に 従 っ て 外 方 に 弾 性 変 形 し 、 次 に 、 こ の リ セ ス １ ９ ２ を 囲 む 。 こ の 結 果 、 リ テ イ ナ ー
２ ５ ０ が 、 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ の 前 記 表 面 係 合 機 構 １ ８ ６ 、 即 ち リ セ ス １ ９ ２ に ロ ッ ク さ れ
、 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ が ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ に ラ ッ チ さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ れ と 同 時 に 、 図 １ １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 前 記 ラ ッ チ 部 材 ２ ６ ２ ， ２ ６ ４ が 、 横 方
向 内 方 に 動 作 し 、 次 に 、 前 記 側 方 フ ラ ン ジ ２ １ ６ ， ２ １ ８ の 下 面 に 沿 っ て 横 方 向 外 方 に ス
ナ ッ プ バ ッ ク 適 合 す る 。 こ の 結 果 、 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ が 、 完 全 な ラ ッ チ 位 置 で ハ ウ ジ ン グ
２ １ ０ に ラ ッ チ さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 前 記 ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ の 端 部 ２ ８ ０ ， ２ ８ ２ の 夫 々 に は 、 所 定 の 長 さ が 与 え ら れ て
お り 、 こ の 長 さ は 、 図 １ １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 前 記 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ が 完 全 な ラ ッ チ
位 置 に あ る と き に 、 前 記 環 状 の リ ン グ 部 材 ２ １ ３ ， ２ １ ４ 間 に 形 成 さ れ た ボ ア ２ ２ ８ 中 に
延 び て い る 。 こ の 結 果 、 ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ は 、 こ れ の 端 部 が ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の リ ン
グ 部 材 ２ １ ４ と 係 合 し て い る た め に リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ に よ っ て 与 え ら れ る 耐 引 出 し 力 を 一
意 に 強 く し 、 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ が 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ 内 で 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ か ら 分 離 さ れ
る の に 抵 抗 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 さ ら に 、 図 ６ ， ９ ， １ １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 筒 部 と の 接 触 面 ２ ８ ４ ， ２ ８ ６ は 、 ア
ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ の 前 記 端 部 ２ ８ ０ ， ２ ８ ２ に 夫 々 形 成 さ れ て い る 。 こ の 接 触 面 ２ ８ ４
， ２ ８ ６ は 、 角 度 を な し た 、 即 ち 平 ら に テ ー パ 付 け ら れ た 面 で は な く 、 の 一 部 の よ う
に 形 成 さ れ て い る 。 ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ の 外 面 は 、 楕 円 形 状 で あ り 、 従 っ て 、 リ テ イ ナ
ー ２ ５ ０ が 図 １ １ に 示 さ れ た 完 全 な ラ ッ チ 位 置 に あ る と き に 、 ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ の 所
定 の 長 さ が 、 リ ン グ 部 材 ２ １ ３ ， ２ １ ４ 間 に 形 成 さ れ た ボ ア ２ ２ ８ 中 に 配 置 さ れ る よ う に
長 く さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 前 記 接 触 面 ２ ８ ４ ， ２ ８ ６ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ へ と 延 び て い る 長 手 方 向 の ボ ア 中 に 、
図 １ ０ に 示 さ れ た 予 め 組 み 合 わ さ れ た 送 出 位 置 に お け る リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ の 位 置 に 依 存 し
て 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 使 用 に お い て 、 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ は 、 最 初 に 、 図 １ ０ に 示 さ れ た 送 出 位 置 で ハ ウ ジ ン グ
２ １ ０ に ラ ッ チ さ れ る 。 そ し て 、 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ の 先 端 部
１ ８ ８ が 、 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ の 接 触 面 ２ ８ ４ ， ２ ８ ６ に 係 合 す る ま で 、 筒 部 １ ８ ２ の 先 端
部 １ ８ ８ が 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ の 一 端 か ら 延 び て い る ボ ア ２ ２ ２ へ と 挿 入 さ れ る 。 接 触 面
２ ８ ４ ， ２ ８ ６ が 、 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ の 先 端 部 １ ８ ８ の 外 径 面 を 通 過 す る ま で 、 第 １ の 筒
部 １ ８ ２ に 加 え ら れ る 挿 入 力 が 、 図 １ ０ に 示 さ れ た 向 き で リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ を 上 方 さ せ る
。 こ の 結 果 、 先 端 部 １ ８ ８ が シ ー ル 部 材 ２ ４ ８ ， ２ ４ ９ に シ ー ル 状 態 で 係 合 さ れ 、 か つ 先
端 部 １ ８ ８ の 端 部 が 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ の ボ ア 部 ２ ０ ４ 中 に 着 座 す る ま で 、 第 １ の 筒 部 １ ８
２ の 先 端 部 １ ８ ８ が 、 接 触 面 ２ ８ ４ ， ２ ８ ６ と 、 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ の 内 側 ア ー ム ２ ６ ６ ，
２ ６ ８ 全 体 と を 通 っ て 、 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ の ボ ア 中 を 通 る こ と が で き る 。 こ れ と 同 時 に 、
表 面 係 合 機 構 １ ８ ６ 、 即 ち 溝 部 １ ９ ２ が 、 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ の 内 側 ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８
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の 端 部 ２ ８ ０ ， ２ ８ ２ に 夫 々 に 整 合 さ れ る 。 次 に 、 リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ が 、 図 １ ０ に 示 さ れ
た 予 め 組 み 合 わ さ れ た 送 出 位 置 か ら 、 図 １ １ に 示 さ れ た 完 全 な ラ ッ チ 位 置 に 移 動 さ れ る こ
と が で き る 。 こ の よ う な 横 方 向 の 移 動 中 に 、 前 記 ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ が 、 第 １ の 筒 部 １
８ ２ の リ セ ス １ ９ ２ の 外 径 面 を 囲 む よ う に 径 方 向 外 方 に 広 が り 、 そ し て 、 リ テ イ ナ ー ２ ５
０ の ア ー ム ２ ６ ６ ， ２ ６ ８ が 、 リ セ ス １ ９ ２ 中 に 完 全 に 着 座 さ れ た 図 １ １ に 示 さ れ た 通 常
の 位 置 に 戻 る 。 こ の 結 果 、 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ が 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ に ラ ッ チ さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の よ う に し て 、 ラ ッ チ さ れ た 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ は 、 支 持 す る ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ が 、 第
２ の 筒 部 １ ８ ４ に ラ ッ チ 可 能 に カ ッ プ リ ン グ さ れ て い る 。 し か し 、 上 述 さ れ た 態 様 で は 、
流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ と 、 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ と 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ と
は 、 取 扱 い を 容 易 に す る 位 置 に リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ を 位 置 さ せ る よ う に 、 相 互 に 回 転 さ れ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ８ ０ を 用 い た 流 体 カ ッ プ リ ン グ の 組 み 合 わ せ 中 に 、 シ ー ル 部 材
２ ４ ８ ， ２ ４ ９ が 、 最 初 に 、 図 ７ に 示 さ れ た よ う に 、 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ の 開 口 端 ２ ０ ０ を
通 っ て 、 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ の 前 記 ボ ア 部 ２ ０ ４ 中 に 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 図 １ ０ に 示 さ れ
た 予 め 組 み 合 わ さ れ た 送 出 位 置 に リ テ イ ナ ー ２ ５ ０ を 支 持 し た ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０ が 、 第 ２
の 筒 部 １ ８ ４ の 開 口 端 部 を 通 る よ う に 押 さ れ る 。 こ の よ う な 挿 入 中 に 、 各 脚 部 ２ ３ ８ ， ２
４ ０ ， ２ ４ ２ の 傾 斜 面 ２ ４ ６ が 、 こ れ と 相 補 的 な 傾 斜 面 、 即 ち 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ の 第 １ の
開 口 端 ２ ０ ０ の と こ ろ に 形 成 さ れ た 傾 斜 面 に 係 合 さ れ る こ と に よ っ て 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ ０
の 脚 部 ２ ３ ８ ， ２ ４ ０ ， ２ ４ ２ が 、 径 方 向 内 方 に 弾 性 変 形 す る 。 こ の 結 果 、 こ れ ら 脚 部 ２
３ ８ ， ２ ４ ０ ， ２ ４ ２ が 、 図 ７ 並 び に 図 ８ に 示 さ れ た よ う な 通 常 の 位 置 へ と 径 方 向 外 方 に
動 作 す る よ う に 、 前 記 突 出 部 ２ ４ ４ が 、 第 ２ の 筒 部 １ ８ ４ の リ セ ス ２ ０ ８ 中 に 径 方 向 外 方
に ス ナ ッ プ 適 合 す る ま で 、 第 １ の 筒 部 １ ８ ２ が 、 第 ２ の 筒 部 中 に 十 分 な 距 離 挿 入 さ れ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ラ ッ チ ア ー ム ３ ８ ０ の 最 先 端 部 が 、 シ ー ル 部 材 ３ ３ ０ ， ３ ３ １ と 同 軸 的 に 配 置 さ れ る 。
こ れ は 、 ラ ッ チ ア ー ム ３ ８ ０ の 内 径 ３ ８ ３ と 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ５ １ の 隣 接 部 と が 、 ハ ウ ジ ン
グ ３ ５ １ を 通 っ て 使 用 部 材 (use element)３ ５ ４ の ボ ア ３ ５ ２ 中 に 挿 入 さ れ る 筒 部 の 先 端
部 の 外 径 よ り も ほ ん の わ ず か に 大 き い サ イ ズ で あ る た め で あ る 。 ラ ッ チ ア ー ム ３ ８ ０ の 内
径 ３ ８ ３ の 面 と ハ ウ ジ ン グ ３ ５ １ の 隣 接 部 と は 、 前 記 筒 部 の た め の 支 持 面 を 構 成 し て い る
。 さ ら に 、 筒 部 が 、 結 合 ハ ウ ジ ン グ ３ ５ １ 並 び に 使 用 部 材 ３ ５ ４ 中 に 完 全 に 挿 入 さ れ た 後
に 、 ラ ッ チ ア ー ム ３ ８ ０ の 内 径 面 と ハ ウ ジ ン グ ３ ５ １ の 隣 接 部 と 、 筒 部 の 外 面 と が 非 常 に
近 接 し て い る た め に 、 ラ ッ チ ア ー ム ３ ８ ０ の 突 出 部 、 即 ち フ ッ ク ３ ８ ２ の 径 方 向 内 方 へ の
移 動 を 実 質 的 に 防 止 す る 。 こ の 結 果 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ５ １ が 使 用 部 材 ３ ５ ４ か ら 不 意 に 外 れ
る こ と は 少 な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 １ ２ 並 び に 図 １ ３ に は 、 本 発 明 に 従 っ た ク イ ッ ク コ ネ ク タ ３ ５ ０ の 他 の 態 様 が 示 さ れ
て い る 。 こ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ ３ ５ ０ は 、 チ ュ ー ブ 状 導 管 １ １ の 筒 部 １ ３ の よ う な 筒 部 を
受 け る 前 に 、 使 用 部 材 ３ ５ ４ の ボ ア ３ ５ ２ の ス タ ッ フ パ ッ ク (stuffer pack)の 形 状 で 、 シ
ー ル 状 態 の ラ ッ チ 位 置 に 構 成 さ れ て い る 。 こ の シ ー ル 状 態 の ラ ッ チ 位 置 は 、 導 管 １ １ が 、
使 用 部 材 ３ ５ ４ の ボ ア ３ ５ ２ と 流 体 フ ロ ー 連 通 の 状 態 で 配 置 さ れ る 位 置 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ ３ ５ ０ は 、 上 述 さ れ た ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ０ ０ と 同 じ 形 態 で 基 本
的 に 構 成 さ れ て い る 。 こ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ は 、 図 １ な い し 図 ４ の リ テ イ ナ ー ６ ０ に ほ ぼ
一 致 す る リ テ イ ナ ー ３ ６ ０ を 横 方 向 に 受 け る の に 適 し た 端 部 構 造 を 有 し て い る 。 さ ら に 、
こ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ ３ ５ ０ の 端 部 構 造 に 関 す る 更 な る 詳 細 は 、 特 徴 が 、 図 １ な い し 図 ４
に 示 さ れ た ク イ ッ ク コ ネ ク タ １ ０ ０ の 対 応 す る 構 造 と 同 じ で あ る と 説 明 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ト ッ プ ハ ッ ト ３ ５ ８ の 残 り の 部 分 ３ ６ ０ が 、 ク イ ッ ク コ ネ ク タ ３ ５ ０ の ハ ウ ジ ン グ ３ ５
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１ の ３ 段 状 の ボ ア 部 ２ ４ を 通 っ て 摺 動 可 能 に 延 び る よ う に 所 定 の 直 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の 態 様 に お い て 、 前 記 使 用 部 材 ３ ５ ４ の ボ ア ３ ５ ２ は 、 使 用 部 材 ３ ５ ４ の 外 端 部 ３ ７
２ か ら 延 び て い る 第 １ の ボ ア 部 ３ ７ ０ と 、 こ れ に 隣 接 し た 第 ２ の 小 径 ボ ア 部 ３ ７ ４ と 、 第
３ の ボ ア 部 ３ ７ ６ と 、 第 ２ の ボ ア 部 ３ ７ ４ か ら 同 軸 的 に 延 び た 任 意 の 更 な る 小 径 の 第 ４ の
ボ ア 部 ３ ７ ８ と を 有 し た 階 段 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 前 記 第 ２ の ボ ア 部 ３ ７ ４ は 、 １ つ 以 上 の Ｏ -リ ン グ ３ ３ １ と 干 渉 用 ス ペ ー サ ３ ３ ０ と の
よ う な シ ー ル 手 段 を 、 予 め 装 着 さ れ た 状 態 で 受 け る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の ク イ ッ ク コ ネ ク タ ３ ５ ０ の ハ ウ ジ ン グ ３ ５ １ に は 、 少 な く と も １ つ の 、 好 ま し く は
、 等 し く 離 間 し た ４ つ の ア ー ム ３ ８ ０ の う ち ３ つ が 図 １ ２ に 示 さ れ て い る 、 周 方 向 で 互 い
に 離 間 し た 複 数 の 脚 部 、 即 ち ア ー ム ３ ８ ０ が 設 け ら れ て い る 。 各 ア ー ム ３ ８ ０ は 、 近 接 し
た ア ー ム ３ ８ ０ か ら ス ロ ッ ト に よ っ て 離 間 さ れ て い る 。 さ ら に 、 各 ア ー ム ３ ８ ０ は 、 径 方
向 外 方 に 延 び た フ ッ ク 、 即 ち 突 出 部 ３ ８ ２ で 終 端 し て い る 。 こ の 突 出 部 ３ ８ ２ は 、 第 １ の
ボ ア 部 ３ ７ ０ と 第 ２ の ボ ア 部 ３ ７ ４ と の 間 で 、 使 用 部 材 ３ ５ ４ の ボ ア ３ ５ ２ に 、 複 数 の 同
一 平 面 状 の リ セ ス 、 即 ち 連 続 的 な 環 状 溝 部 ３ ８ ４ と し て 形 成 さ れ た ラ ッ チ レ シ ー バ ３ ８ ４
と 着 脱 可 能 に 係 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 前 記 シ ー ル ３ ３ １ と ス ペ ー サ ３ ３ ０ と が 、 第 ２ の ボ ア 部
３ ７ ４ 中 に 予 め 装 着 さ れ た 後 に 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ５ １ が 、 使 用 部 材 ３ ５ ４ の 第 １ の ボ ア 部 ３
７ ０ を 介 し て こ れ 中 に 挿 入 さ れ る 。 前 記 ア ー ム ３ ８ ０ は 、 径 方 向 内 方 に 弾 性 変 形 す る よ う
な 十 分 な 可 撓 性 を 有 し て お り 、 こ の 結 果 、 前 記 突 出 部 ３ ８ ２ を 、 第 １ の ボ ア 部 ３ ７ ０ の 端
部 へ と 通 過 さ せ る こ と が で き る 。 ハ ウ ジ ン グ ３ ５ １ が 、 使 用 部 材 ３ ５ ４ の ボ ア 部 ３ ５ ２ 中
に 十 分 な 距 離 挿 入 さ れ た と き 、 突 出 部 ３ ８ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ５ １ を 使 用 部 材 ３ ５ ４ に ラ
ッ チ さ せ る よ う に 前 記 ラ ッ チ レ シ ー バ ３ ８ ４ 中 に 、 径 方 向 外 方 に ス ナ ッ プ 適 合 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に 、 前 記 リ テ イ ナ ー ３ ６ ０ が 、 図 １ ０ に 示 さ れ た 収 容 位 置 (storage position)へ と 横
方 向 に 移 動 さ れ る こ と に よ っ て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ５ １ に 装 着 さ れ て も 良 い し 、 ハ ウ ジ ン グ ３
５ １ が 、 上 述 さ れ た よ う に 、 使 用 部 材 ３ ５ ４ の ボ ア ３ ５ ２ 中 に 挿 入 さ れ る 前 に 、 ハ ウ ジ ン
グ ３ ５ １ に 予 め 装 着 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 か く し て 、 こ の ハ ウ ジ ン グ ３ １ ５ が 、 前 記 ボ ア ３ ５ ２ に 装 着 さ れ 、 前 記 リ テ イ ナ ー ３ ６
０ が 、 図 １ ０ に 示 さ れ た 一 時 的 な 収 容 位 置 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 導 管 の 筒 部 が 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ５ １ の 開 口 端 を 通 っ て 、 前 記 シ ー ル 部 材 ３ ３ ０ ， ３
３ １ と 完 全 に 係 合 す る ま で 挿 入 さ れ る こ と が で き る 。 筒 部 が 、 完 全 に 挿 入 さ れ 、 シ ー ル 部
材 ３ ３ ０ ， ３ ３ １ と 係 合 し た と き の み 、 リ テ イ ナ ー ６ ０ は 、 図 １ ０ に 示 さ れ た 一 時 的 な 収
容 位 置 か ら 、 図 １ １ に 示 さ れ た 完 全 な ラ ッ チ 位 置 ま で 移 動 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 前 記 リ テ イ ナ ー を 図 ４ に 示 さ れ た 収 容 位 置 に 戻 る 、 即 ち ハ ウ ジ ン グ ３ １ ５ か ら 完 全 に 離
れ る 逆 の 移 動 に よ っ て 、 筒 部 は 、 ク イ ッ ク コ ネ ク タ ３ ５ ０ と 使 用 部 材 ３ ５ ４ と か ら 分 離 さ
れ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
【 図 １ 】 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 一 態 様 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ た ク イ ッ ク コ ネ ク タ を 長 軸 方 向 で 切 断 し た 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 組 み 合 わ さ れ た 形 態 で 示 さ れ た 図 １ 並 び に 図 ２ の 組 み 合 わ さ れ た ク イ ッ ク コ ネ ク
タ を 長 軸 方 向 で 切 断 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 組 み 合 わ さ れ た 形 態 の ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 他 の 態 様 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 さ れ た ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ に 示 さ れ た ク イ ッ ク コ ネ ク タ を こ れ の 長 軸 に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ５ に 示 さ れ た ハ ウ ジ ン グ の 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ５ に 示 さ れ た ク イ ッ ク コ ネ ク タ の リ テ イ ナ ー の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 筒 部 が ハ ウ ジ ン グ 中 へ 挿 入 さ れ る 前 で あ り 、 リ テ イ ナ ー が 予 め 組 み 合 わ さ れ た
送 出 位 置 に 図 示 さ れ た 状 態 の 、 図 ５ に 示 さ れ た ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 端 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 類 似 し て い る が 、 筒 部 が ハ ウ ジ ン グ 中 に 挿 入 さ れ た 後 の 完 全 な ラ ッ チ
位 置 に あ る リ テ イ ナ ー を 示 し て い る 端 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 組 み 合 わ さ れ る 前 の 状 態 で 図 示 さ れ た ク イ ッ ク コ ネ ク タ の 他 の 態 様 の 分 解 斜 視
図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 示 さ れ た ク イ ッ ク コ ネ ク タ で あ る が 、 組 み 合 わ さ れ た 状 態 で 図 示 さ れ
た ク イ ッ ク コ ネ ク タ を 長 手 方 向 で 切 断 し た 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
１ ８ ０ ・ ・ ・ 流 体 ク イ ッ ク コ ネ ク タ 、 １ ８ ２ ・ ・ ・ 第 １ の 部 品 （ 筒 部 ） 、 １ ８ ４ ・ ・ ・ 第
２ の 部 品 （ 筒 部 ） 、 ２ １ ０ ・ ・ ・ ハ ウ ジ ン グ 、 ２ ５ ０ ・ ・ ・ リ テ イ ナ ー 、
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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